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「スッキリわかる微分方程式とベクトル解析」(初版第 2刷)正誤表
誤 正

p.6, 例 1.1(1) の解

答

y �= 0のとき，
∫

1

y
dy =

∫
2x

1 + x2
dxより log |y| = log(1+ x2) +C1であ

り，

y �= 0のとき，C1 を任意定数とすると，
∫

1

y
dy =

∫
2x

1 + x2
dx+C1 より

log |y| = log(1 + x2) + C1であり，

p.7, 例 1.1(2) の解

答

これより，
1− u

1 + u2
u′ =

1

x
なので

∫
1

1 + u2
du−

∫
u

1 + u2
du =

∫
1

x
dx

=⇒ tan−1 u− 1

2
log(1 + u2) = log |x|+ C

これより，
1− u

1 + u2
u′ =

1

x
なので

∫
1

1 + u2
du−

∫
u

1 + u2
du =

∫
1

x
dx+C

=⇒ tan−1 u− 1

2
log(1 + u2) = log |x|+ C

p.10, 例 1.3の解答 これより，T (t) = Ce−kt であり，T (0) = C なので，

T (t) = T (0)e−kt

となる．

これより，Cを任意定数とするとT (t) = Ce−ktであり，T (0) = Cなので，

T (t) = T (0)e−kt

となる．

p.188,定理8.4の証

明

曲面 S : r = r(u, v), (u, v) ∈ Dの u曲線と v曲線によって囲まれる微小

部分 PQRS の面積ΔS を考える．ただし，P (u, v), Q(u+Δu, v), R(u+

Δu, v +Δv), R(u, v +Δv)とする．

曲面 S : r = r(u, v), (u, v) ∈ Dの u曲線と v曲線によって囲まれる微小

部分 PQRSの面積ΔSを考える．ただし，P , Q, R, Sの位置ベクトルを

それぞれ r(u, v), r(u+Δu, v), r(u+Δu, v+Δv), r(u, v+Δv) とする．


